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:論

l説
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
と
保
証

ネ高

目

次

序

章

連
帯
債
務
の
性
質
論

第
一
章

ポ
チ
エ

(以

上

前

号
)

第
二
章

一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法

第
一

節

序

第
二
節

連
帯
債
務
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

第
一
款
は
じ
め
に

第
二
款
債
務
単

一
性
原
理
と
相
互
代
理
原
理
の
概
要
と
議
論
の
主
な
射
程

".-.、、

一
、-〆

田

誠

y台
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説

一
人
の
過
責
に
よ
る
ま
た
は
遅
滞
中
の
目
的
物
消
滅

時
効
中
断

金
銭
債
務
に
お
け
る
損
害
金
の
発
生

判
決

E

和
解
・
官
-誓

第
三
款
債
務
単
一
性
原
理
を
用
い
る
説

第
四
款
相
互
代
理
原
理
を
用
い
る
説

-

初
期
の
学
説

2

代
理
の
範
囲

a

債
務
を
保
存
・
永
続
さ
せ
る
行
為
に
は
代
理
が
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
債
務
を
増
大
さ
せ
る
行
為
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
説

b
相
債
務
者
の
地
位
を
良
化
す
る
行
為
に
は
代
理
が
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
悪
化
さ
せ
る
行
為
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
説

C

不
完
全
代
理
説

3

相

E
代
理
原
理
の
位
置
づ
け

第
五
款
相
互
代
理
原
理
を
批
判
す
る
説

第
六
款
不
完
全
連
帯
論
と
全
部
義
務
論

第
三
節
個
別
の
諸
事
由
の
効
力

第

一

項

弁

済

1

学
説
に
よ
る
説
明

2

検
討
|
|
保
証
人
の
弁
済
を
め
ぐ
っ
て

第
二
項
供
託
を
伴
う
現
実
の
提
供

第

一

款

概

説

第
二
款
供
託
受
諾
の
効
果

第
三
款
供
託
取
下
の
効
果

c a 
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

第
四
款
供
託
受
諾
ま
た
は
判
決
が
あ
る
前
の
法
律
関
係

第

三

項

更

改

-
連
帯
債
務
者
に
よ
る
更
改

2

主
債
務
者
に
よ
る
更
改

3

保
証
人
に
よ
る
更
改

a

学
説

b

判
例

4

検
討

第

四

項

代

物

弁

済

第

一

款

概

観

第
二
款
代
物
弁
済
の
性
質
論

-
弁
済
と
の
対
比

2

売
買

・
交
換
と
の
類
似
性

3

更
改
と
の
類
似
性

a

二
O
三
八
条
を
め
ぐ
る
議
論

b

弁
済
や
更
改
と
の
対
比

(以

上

本

号

)

第
五
項
債
務
免
除

第

六

項

相

殺

第

七

項

混

同

第
八
項
消
滅
時
効

第
九
項
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
論

第

三

章

日

本

法

結

語

北法47(6・3)1703



説

第
二
章

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法

さι
自問

第
一
節

序

本
章
で
は
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
。
第
一
に
、
系
譜
研
究
の
観
点
か
ら
、

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
や
梅
ら
を
通
じ
て
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
が

日
本
民
法
典
に
与
え
た
影
響
を
探
る
た
め
の
準
備
作
業
を
行
う
(
具
体
的
な
検
討
は
次
章
以
下
で
す
る
)。

対
象
を
一
九
世
紀
に
区
切
っ
た
理
由
の
一

つ
は
こ
こ
に
あ
る
(
こ
の
分
析
視
角
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
業
績
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
瀬
川
信
久
『
不
動
産
附
合
法
の
研
究
』
四
九

頁
以
下
参
照
)
。
第
二
に
、
前
章
に
お
け
る
検
討
結
果
と
の
対
比
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
一
つ
の
時
期
に
お
け
る
議
論
を
相
対
的
に
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
第
三
に
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
の
考
察
を
行
う
。
連
帯
債
務
や
保
証
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
あ
る
い

は
個
別
問
題
へ
の
対
応
を
比
較
す
る
。
な
お
、
本
章
で
参
照
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
章

末
に

一
欄
を
挙
げ
る
。

第
二
節

連
帯
債
務
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

第

款

は
じ
め
に

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
制
定
後
に
、
学
説
は
条
文
の
説
明
に
さ
い
し
て
幾
つ
か
の
原
理
を
用
い
た

(
立
法
経
過
お
よ
び
条
文
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
淡

路
剛
久
『
連
帯
依
務
の
研
究
』
九
O
l
九
頁
参
照
)
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、
債
務
単

一
性
原
理
と
相
互
代
理
原
理
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
二
原
理
を
め
ぐ

っ
て
は
理
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
対
立
は
不
完
全
連
帯
論
や
全
部
義
務
論
と
も
関
係
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
対
象

北法47(6・4)1704



と
し
て
い
る
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
と
は
関
係
が
な
い
。
以
下
に
こ
の
こ
と
を
示
す
。

第
二
款

債
務
単
一
性
原
理
と
相

E
代
理
原
理
の
概
要
と
議
論
の
主
な
射
程

一
一
つ
の
原
理
は
、
債
務
者
の
一
人
に
生
じ
た
事
由
の
効
力
が
相
債
務
者
へ
及
ぶ

こ
と

二
体
型
絶
対
効
)
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
債
務

単
一
性
原
理
は
、
債
務
が

一
個
の
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を

一
体
型
絶
対
効
の
理
由
と
す
る
。
相
互
代
理
原
理
は
、

一
人
が
本
人
で
あ
る
の

と
同
時
に
相
債
務
者
の
代
理
人
で
あ
る
た
め
に
一
体
型
絶
対
効
が
生
ず
る
と
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
原
理
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
主
に
次
の
事
由
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

a 

一
人
の
過
責
に
よ
る
ま
た
は
遅
滞
中
の
目
的
物
消
滅

一二

O
五
条
一
項
「
目
的
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
、
そ
の
滅
失
が
連
帯
債
務
者
の
一
人
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
者
の
過
責
に
よ
る
か
ま
た
は
そ
の
遅

滞
中
で
あ
る
と
き
は
、
相
債
務
者
は
目
的
物
の
価
額
を
支
払
う
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
相
債
務
者
は
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
責
を
負
わ

治、、
.
。

手
包

b

L

二
項
「
債
権
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
相
手
は
、
目
的
物
滅
失
に
つ
き
過
責
あ
る
債
務
者
と
遅
滞
下
に
あ
っ
た
債
務
者
に
限
ら
れ
る
。
」
(
条
文
の

邦
訳
に
さ
い
し
て
は
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編

『現
代
外
国
法
典
叢
書
』
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編

『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
|

物
権
・
債
権

関
係

l』
)

目
的
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

債
務
者
に
過
責

・
遅
滞
な
き
限
り
債
務
は
消
滅
す
る
こ
三
O
二
条
)
。
右
は
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
で

あ
る
。
学
説
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
点
は
、
例
外
が
設
け
ら
れ
た
理
由
、

お
よ
び
価
額
支
払
義
務
と
損
害
賠
償
義
務
で
結
論
を
異
に
す

北法47(6・5)1705



説

る
理
由
で
あ
る
。

言命

b 

時
効
中
断

一二

O
六
条

「
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
す
る
訴
求
は
、
全
員
に
つ
い
て
時
効
を
中
断
す
る
。
」

二
二
四
九
条
一
項
「
前
数
条
の
規
定
に
従
つ
て
な
さ
れ
た
連
帯
債
務
者
の

一
人
に
対
す
る
訴
求
ま
た
は

一
人
が
な
し
た
承
認
は
、
相
債
務
者
全
員
お

よ
び
そ
の
相
続
人
に
対
す
る
関
係
で
時
効
を
中
断
す
る
。」

原
則
と
し
て
時
効
中
断
の
効
力
は
相
対
的
で
あ
っ
て
、
連
帯
債
務
者
全
員
へ
効
力
が
及
ぶ
の
は
例
外
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

3
2
吾
認
-
p
z

百
円

mω
円『

G
E
O口
三

川

口

町

日

叶

司

H
AHJ可
-
p
h
oロ
ユ

O
ロ
-
F
ω

ロ
日
∞
∞

ω
百
寸
∞

H
-
〉
Z
U『
可

己

目

ω
F
円

N
百

ω
印
∞

'ue
「

m
w
z
z
z
-

一ω
N
D
H
AS

司

'H
印

寸

∞

-

冨

R
g
p
m
-
門
戸

N
ロ
戸

市
出
回
百

N
H
H
N
-
z
c
n
-
門
戸

hH

戸
品

C
U
m円
品

H
N
司
'
m
H
AF
m円
四

H
A
f
o
g
-
=
o
z
h
w『
P
↓
『

MWM
広

ι
m
-
ω

司
「
伺

ωの
ご
司
門
戸

O
P
門

H

D
M
目
印

Z

N
由

∞

司

N
印

H

2

N
印
印
。
白
・
田
吉
田巳
『
可

「

mw《
リ

M
W
D
E
コ
Eh戸
市
ぬ
け
↓
戸
ω望
。
戸

丹

凶

∞

ロ

印

印

由

司

品

戸
ω

ム
)
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
例
外
が
設
け
ら
れ
た
理
由
が
議
論
さ
れ
て
い
る
(
時
効
中
断
に
つ
い
て
は
、
第
四
款
3
で
再
説
す
る
)
。

c 

金
銭
債
務
に
お
け
る
損
害
金
の
発
生

一
二

O
七
条

「
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
す
る
損
害
金
の
請
求
は
、
全
員
に
つ
い
て
損
害
金
を
発
生
さ
せ
る
。
」

原
則
と
し
て
、
期
限
の
定
め
あ
る
金
銭
債
務
で
あ
っ
て
も
、
損
害
金
発
生
の
起
算
点
は
個
々
の
債
務
者
に
対
す
る
請
求
時
で
あ
る

ご
一

五
三
条
三
項
)
。
学
説
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
れ
に
対
す
る
例
外
が
設
け
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
。

d 

判
決

一一
一一
五
一
条

「一

-E
g「
正
母

g
nF
3
2
a
z
は
、
判
決
の
対
象
と
な
っ
た
事
項
に
限
り
生
ず
る
。
請
求
さ
れ
る
も
の
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
請
求

北法47(6・6)1706



が
同
一
の
原
因
に
基
づ
く
こ
と
、
請
求
が
問
一
当
事
者
間
に
お
い
て
か
つ
互
い
に
同
一
の
資
格
で
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
」

フ
ラ
ン
ス
の
既
判
力
制
度
は
日
本
と
情
況
を
異
に
す
る
。
第
一
に
、
判
決
の
主
文
が
推
定
の
対
象
と
な
る
こ
三
五
O
条
三
号
。
推
定
の
意
味
に

っ
き
後
述
第
三
節
第
八
項
註

(
3
)
参
照
)
。
第
二
に
、
推
定
力
を
も
つ
の
は
す
べ
て
の
終
局
判
決
で
あ
っ
て
、
確
定
判
決
に
限
ら
な
い
(
一
三
五

一
条

参
照
)
。

こ
れ
に
伴
い
判
決
の
効
力
は

二
分
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
す
べ
て
の
終
局
判
決
が
も
っ
て
き

g
コ
芯
号

g
n
U
3
2
z
m
Z
で
あ
る
。

一
つ
は
、

Z

Z
「
口
市
号

E
n
y
O印巾
百
四
郎
巾
で
あ
り
、
通
常
の
不
服
申
立
方
法
(
控
訴
・
故
障
申
立
。
対
概
念
と
な
る
の
は
、
非
常
の
不
服
申
立
方
法
で
、
具
体
的

に
は
破
棄
申
立
、
再
審
申
立
を
指
す
)
が
尽
き
た
場
合
に
お
い
て
、
判
決
に
こ
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
判
決
の
執
行
が
可
能
と
な
る
(
旧

民
訴
五
四
八
条
。
〈
O

可

悶

弓

2
5
Z
号
百
円
宮
注
号
。
2
〈M-o
z
n
o
E
ヨ号円
E
-
m
-
H
U
印
印
門
戸
司
〈
の
Z
2
2
z同
F
E
H

現
行
法
と
し
て
は
、
新
民
訴
五
O
O
条
、
五
三
九
条
、
五
七
九
条
参

間
…
。
ま
た
、
判
決
効
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
江
藤
品
川
泰
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
既
判
力
概
念
に
関
す
る
学
説
の
発
展
L

『
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
研
究
』
五
三
頁
以
下
参
照
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

て
恒
三
Oご
芯
号

Z
n
F
O印
巾
」
ロ
阿
古
に

つ
い
て
は
、
前
訴
と
後
訴
に
お
け
る
当
事
者
の
同
一
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
(
一三
五
一
条
)
。
し
か
し
、

判
例
・
学
説
は
相
互
代
理
原
理
等
を
用
い
て
、

一
人
が
受
け
た
判
決
の
効
力
を
相
連
帯
債
務
者
に
拡
張
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
保
証
の
場
合

に
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
拡
張
の
是
非
・
態
械
が
議
論
さ
れ
て
い
る
(
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る一

九
世
紀
以
来
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
が
あ
る
。
木
川
統

一
郎
「
判
決
の
第
三
者
に
及
ぽ
す
影
響」

新
報
六
四
巻
一
二
号
九
O
五
1

三
O
頁
、
淡
路

『連
帯
債
務
の
研
究
』

一
O
六
l
四
O
頁
、
徳
田
和
幸
「
第
三
者
に
よ
る
判
決
取
消
の
訴

え
の
機
能
と
判
決
効
」
『
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
』
二

O
四
l
五
頁
(
初
出、

『実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
(
下
)
』
)
、
高
田
裕
成

「
い
わ
ゆ
る
対
世
効
論
に
つ
い
て
の
一

考
世
田
知
(
二
)
」
法
協
一

O
四
巻
一
一
号
一
五
四
二
l
三
真
、
安
井
か
ず
み
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
第
三
者
へ
の
判
決
効
拡
張
に
つ
い
て
の

一
考
察
」
能
法
二
七
巻
三
号
四
五
八
l
六
O

頁
、
四
七
五
l
七
頁
、
四
人
二
l
三
頁
、
五
O
六
l
七
頁
)。

E 

和
解
・
宣
誓

二

O
五
一
条
「
利
害
関
係
者
の
一
人
が
な
し
た
和
解
は
、
相
利
害
関
係
者
を
拘
束
せ
ず
、
ま
た
相
利
害
関
係
者
が
そ
の
和
解
を
も
っ
て
抗
弁
す
る
こ

い
ま

北法47(6・7)1707



説

と
も
で
き
な
い
。」

一
三
六
五
条

一
項
「
宣
誓
が
証
拠
と
な
る
の
は
、
宣
誓
付
託
者
な
ら
び
に
そ
の
相
続
人
お
よ
び
承
継
人
の
利
益
ま
た
は
不
利
益
に
お
い
て
に
限
ら
れ

E命

ヲ品。
」三
項
「
主
債
務
者
に
対
し
て
宣
誓
が
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
宣
誓
は
保
証
人
に
も
利
益
と
な
る
。」

四
項
「
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
し
て
宣
誓
が
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
宣
誓
は
相
債
務
者
の
利
益
と
な
る
。」

五
項
「
ま
た
、
保
証
人
に
対
し
て
宣
誓
が
付
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
宣
誓
は
主
債
務
者
の
利
益
と
な
る
。」

六
項
「
前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
連
帯
債
務
者
ま
た
は
保
証
人
に
よ
る
宣
誓
が
相
債
務
者
ま
た
は
主
債
務
者
の
利
益
と
な
る
の
は
、
そ
の
宣
誓
が

債
務
に
関
し
て
付
託
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
連
帯
ま
た
は
保
証
の
事
実
に
関
し
て
付
託
さ
れ
た
場
合
に
は
利
益
と
な
ら
な
い
。
」

時
効
中
断
や
判
決
の
効
力
の
よ
う
に
、

一
般
論
と
し
て
相
対
効
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
由
は
他
に
も
あ
る
。
和
解
・
宣
誓
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
宣
誓
に
つ
い
て
は
、
連
帯
債
務
お
よ
び
保
証
に
関
し
て
明
文
が
あ
る

二
三
六
五
条
三
項
l
六
項
)
。

か
よ
う
な
制
度
下
で
、

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
よ
る
和
解
・
宣
誓

・
宣
誓
拒
絶

・
宣
誓
付
託
・

宣
誓
再
付
託
の
効
果
お
よ
び
そ
の
理
論
構
成
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

第
三
款

債
務
単
一
性
原
理
を
用
い
る
説

諸
事
由
の
説
明
に
さ
い
し
債
務
単
一
性
を
挙
げ
る
学
説
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
債
務
単
一
性
の
中
身
を
説
明
す
る
も
の
は
次
の
も
の
だ
け

で
あ
る
。

目
的
物
の
点
で
は
債
務
が
単

一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
に
な
る
。
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
、
債
務
者
甲
の
約
務
が
債
務
者
乙
の
義
務
内
容
を
履
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

一
人
に
つ
い
て
債
務
を
永
続
さ
せ
る
事
由
は
全
員
に
つ
い
て
債
務
を
永
続
さ
せ
る
こ

乙
の
約
務
は
甲
の

北法47(6・8)1708



義
務
内
容
を
履
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、

一
人
に
つ
い
て
当
初
の
債
務
が
存
続
す
る
限
り
は
、
相
債
務
者
に
つ
い
て
も

債
務
が
存
続
す
る
(
だ
か
ら
、
当
初
の
有
体
物
引
渡
債
務
が
転
化
し
た
価
額
支
払
債
務
に
つ
き
過
責
・
遅
滞
な
き
債
務
者
も
義
務
を
負
う
し
、
時
効
中
断
の
効
力
も
他
へ
及
ぶ

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
|
|
福
田
)
。
し
か
し
、
右
の
義
務
内
容
と
は
契
約
時
に
お
け
る
も
の
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
後
に
一
人
の
行
為
に
よ

っ
て
債
務
が
増
大
す
る
と
し
て
も
、
相
債
務
者
に
つ
い
て
債
務
が
増
大
す
る
理
由
は
な
い
(
だ
か
ら
、
領
害
賠
償
義
務
を
負
つ
の
は
過
責
・
遅
滞
あ
る
債

務
者
に
限
ら
れ
る
)
。
こ
の
よ
、
つ
に
い
、
つ

(
U
Z〈
5
2
z
ユe
円

N
目乙
ω
U
I
E
N
2
2
Z
H
宏
一
ω
冨問。

H
A
D
Z
E
E
Z
Z
H
V
Z
E
r
o
s
-
ζ
由一坦))。

債
務
の
単
一
性
原
理
か
ら
の
説
明
は
寸
で
に
ポ
チ
エ
に
み
ら
れ
た
が
、
説
明
の
中
身
は
異
な
る
。
ポ
チ
エ
が
債
務
単
一
性
を
い
う
さ
い
は

債
務
原
因
の
異
同
に
着
目
し
て
い
た
の
に
対
し
て
(
前
章
第
一
項
2
、
第
八
項
註

(
3
)

で
み
た
よ
う
に
、
弁
済
そ
の
他
の
債
務
消
滅
事
由
(
特
に
弁
済
者
代
位
)
・

一
人
の
過
責
に
よ
る
ま
た
は
遅
滞
中
の
後
発
的
履
行
不
能
・
時
効
中
断
に
つ
い
て
こ
の
説
明
を
す
る
)
、
右
の
説
明
に
お
い
て
は
各
債
務
者
の
約
務
内
容
が
相
債
務

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

者
の
義
務
を
指
示
し
合
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る

(
債
務
免
除
に
つ
い
て
も
同
旨
の
説
明
が
み
ら
れ
る
。
後
述
第
三
節
第
五
項
第
一
款
第
一
目
2
参
照
)
。

こ
の
差
異
は
保
証
の
位
置
づ
け
に
現
れ
て
い
る
。
ポ
チ
エ
が
原
因
の
異
同
と
い
う
点
か
ら
主
債
務
と
保
証
債
務
に
も
単
一
性
が
あ
る
と
い
う

の
に
対
し
て
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
の
説
明
で
は
、
保
証
人
の
約
務
内
容
は
主
債
務
者
の
義
務
を
指
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
主
債
務
者
の
約

務
内
容
は
保
証
人
の
義
務
を
指
示
し
て
お
ら
ず
、
債
務
単
一
の
関
係
に
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
(
そ
の
結
果
と
し
て
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
は
保
証

人
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力
が
主
債
務
者
へ
及
ば
な
い
と
す
る
。
後
述
第
三
節
第
五
項
第
一
款
第
一
日
2
・
第
四
款
第
一
目
1

・
第
二
目
、
第
八
項
第
二
款
第
五
日
1
参
照
)
。

こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
を
す
る
学
説
は
、
時
効
中
断
効
の
説
明
に
限
っ
て
い
え
ば
他
に
も
み
ら
れ
る

3

5
三
O
D同

-
P
一3
5
3
B
o
p
F
N
D
白

N
∞

百
戸
品
J
可

-
U
Z『
M
W

ロ
円
。
ロ
ヨ
一

N
H
P
N叶
H
H》
品

AH
∞
'u-同
νω
コ芯
ωωz
p
n
o
E
J
w
n
Hめ
己
円
。

=
n
o
E
E
m
コニ
mw一
円
「

]戸
市
山
目
白

D
N品
。

司

ω
C
M
)。

し
か
し
、
第
一
款
で
挙
げ
た
諸
事
由
の
説
明
を

超
え
て
連
帯
債
務
の
基
本
的
枠
組
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
を
、
債
務
単

一
性
と
し
て
提
示
す
る
の
は
デ

ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
多
く
の
学
説
は
債
務
単

一
性
を
用
い
た
説
明
に
反
対
す
る
。
時
効
中
断
の
絶
対
効
に
つ
い
て
、
債
務
単
一

性
は
決
定
的
な

北法47(6・9)1709



説

理
由
で
な
い
(
巴
里
E
Z
P
F
H
Z
N
5
U
N
m叶
-
r
Z
5
ア〈。一
ω
N
E
a
t
m
ロ

叶

N
泊
三
品
∞
'
U
)
。
目
的
物
の
点
で
は
債
務
が
単
一
だ
け
れ
ど
も
、
法
律
関
係
は

債
務
者
ご
と
に
存
す
る
(
一
-
E広
島

O
Z
2
S
U
Z
E
-
-円
2
2
Z
E
)
O

こ
の
た
め
に
、
債
務
単
一
性
原
理
で
は
絶
対
効
を
説
明
で
き
な
い
と
い
う
の
で

言命

ふの
'
A》

(
F
ω
Z
2一
口
門
司
円
同
斗
ロ

ω
C晶
司

ω
D印
-
回

ωcm}
「
〕
寸
「

Mwnmwロ
Z
口
。
=
。
巳
回
虫
色
戸
門
戸

ω
D
H
N
H
ω
s
A
百

ω
Nム
印

Z
ω
ω
o
t
]戸
)

。

こ
の
批
判
に
お
け
る
債
務
単
一
性
は
、
義
務
内
容
の
相
互
指
示
に
着
目
し
な
い
点
で
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
と
は
異
な
る
と
と
も
に
、

エ
と
も
異
な
り
、
単
に
給
付
の

一
倍
額
性
を
指
す
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
目
的
物
の
点
で
は
債
務
が
単
一
だ
が
、
法
律
関

係
は
債
務
者
ご
と
に
あ
る
L

と
い
う
定
式
は
ポ
チ
エ
も
示
し
て
い
る
が
、
論
述
箇
所
は
連
帯
債
務
成
否
の
局
面
に
限
ら
れ
る
(
債
務
の
目
的
物

は
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
施
行
期
や
履
行
地
を
区
々
に
す
る
場
合
で
も
連
帯
債
務
が
成
立
す
る
と
い
う
さ
い
に
こ
の
定
式
を
用
い
る
。
前
章
第
一
項
2
参
照
)。

と
こ
ろ

が
、
右
の
批
判
は
「
法
律
関
係
は
債
務
者
ご
と
に
あ
る
」
と
の
部
分
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
発
的
履
行
不
能
や
時
効
中
断
の
説
明

を
債
務
単
一
性
と
は
別
の
理
由
(
通
説
で
い
え
ば
、
相
互
代
理
)
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
債
務
単
一
性
で
説
明
で
き
る
の
は
弁
済
等
の

債
務
消
滅
事
由

(弁
済
・
供
託
更
改

(
・
代
物
弁
済
)
・
免
除
・
相
殺
・
時
効
完
成
)
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、

ポ
チ
エ
は
原
因
の
異
同

に
着
目
し
て
債
務
の
個
数
を
区
別
し
て
い
た
が
、

一
九
世
紀
に
は
か
よ
う
な
議
論
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

一
九
世
紀
に
お

け
る
学
説
の
大
勢
が
い
う
と
こ
ろ
の
債
務
単

一
性
と
は
、

る
と
い
う
関
係
、

ポ
チ
エ
の
よ
う
な
債
務
の
個
数
論
で
は
な
く
、
弁
済
が
あ
れ
ば
全
員
が
解
放
さ
れ

(l
)
 

つ
ま
り
給
付
の
一
倍
額
性
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
款

相

E
代
理
原
理
を
用
い
る
説

1 

初
期
の
学
説

民
法
典
下
に
お
い
て
相

E
代
理
原
理
を
主
張
し
た
も
の
の
う
ち
、
最
初
期
の
学
説
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

ポ
チ

北法47(6・10)1710 



訴
求
に
よ
る
時
効
中
断
に
一
体
型
絶
対
効
を
認
め
る
一
二

O
六
条
の
理
由
に
つ
い
て
、
ポ
チ
エ
ら
に
よ
れ
ば
、
債
務
の
目
的
物
が
同
一
で

あ
っ
て
債
務
が
単
一
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
理
由
づ
け
は
弱
く
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
説
得

力
あ
る
理
由
づ
け
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
連
帯
債
務
の
性
質
自
体
に
あ
る
。
複
数
の
者
が
単
一
の
契
約
に
よ
っ
て
単
一

の
債
務
に
つ
い
て
連
帯
し
て
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、

そ
れ
に
よ
り
、
当
該
債
務
に
関
し
て
組
合
関
係
に
入
り
、
お
互
い
の
た
め
に
弁
済
す

る
こ
と
に
つ
き
黙
示
の
委
任
に
よ
り
負
担
を
負
う
。
ま
た
は
、

二
二
六
条
が
示
す
よ
う
に
、

お
互
い
の
保
証
人
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
人
で
弁
済
し
た
者
は
、
自
分
の
た
め
に
行
為
す
る
と
同
時
に
、
他
の
債
務
者
の
た
め
に
各
自
の
負
担
部
分
を
弁
済
す
る
こ
と
に
な
る
。
同

様
に
、

一
人
が
債
務
を
承
認
す
れ
ば
、

そ
の
承
認
は
自
己
の
名
で
す
る
と
同
時
に
、
黙
示
の
委
任
に
基
づ
い
て
相
債
務
者
の
名
で
も
承
認
す

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
債
権
者
が
一
人
に
対
し
て
訴
求
す
れ
ば
、
全
員
の
受
任
者
、
全
員
の
保
証
人
に
対
し
て
訴
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

だ
か
ら
、
時
効
中
断
の
効
力
は
全
員
へ
及
ぶ
。
ま
た
、

一
人
に
対
す
る
損
害
金
の
請
求
は
、
全
員
に
つ
い
て
損
害
金
を
発
生
さ
せ
る

ご
二

O
七
条
)
。

同
じ
原
理
に
よ
り
、

目
的
物
の
滅
失
が
債
務
者
の
一
人
の
過
責
に
よ
る
ま
た
は
一

人
の
遅
滞
中
で
あ
れ
ば
、
相
債
務
者
は
目
的
物

の
価
額
を
支
払
う
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
な
い

二
二
O
五条)。

相
債
務
者
に
過
責
が
な
く
と
も
、
組
合
員
も
し
く
は
受
任
者
の
一
人
の
過
責
に

よ
っ
て
目
的
物
が
滅
失
し
た
の
だ
か
ら
、

そ
の
者
の
行
為
は
当
然
に
相
債
務
者
の
責
に
帰
す
。
し
か
し
、
連
帯
は
推
定
さ
れ
ず
拡
張
し
得
な

い
こ
と
か
ら
、
過
責
・
遅
滞
な
き
債
務
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
。

組
合
員
ま
た
は
受
任
者
の
過
責
の
た
め
に
相
債
務
者
が
債
務
か

ら
解
放
さ
れ
な
い
の
と
同
じ
く、

そ
の
過
責
に
よ
り
債
務
が
拡
大
・
増
大
す
る
こ
と
は
な
い

3
0
E
E戸
〈
O

己
M
Bユ
吊
ロ
寸

N

U

2

Z
ム
ヤ
呂
す
で

に
紹
介
が
あ
る
。
淡
路

『連
常
債
務
の
研
究
』

一
O
一
一
一
頁
)
。

右
の
説
明
に
お
い
て
は
、
組
合
・
委
任

(代
理
)
・
保
証
が
並
列
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、

相
互
保
証
に
つ
い
て
い
え
ば
、

具
体
的
な
議
論
に
お
い
て
相
互
保
証
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
第
二
款
の
諸
事
由
で
あ
る

(U
2
2
z
-
5

ロロ
ω
E
E∞
ム

D
司

N
C
φ
N
Z

Z
N
H叶
唱
玄

o
z
ユ02e戸
N
E
E
D
百
∞
印
叶

-
z
z
n
・
5
ロωド∞
lu
Z
N
U
1
8
)
。
債
務
消
滅
事
由
を
め
ぐ
る
議
論
で
相
互
保
証
を
持
ち

北法47(6・11)1711



説

出
す
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
(
唯

一
の
例
外
が
、
相
殺
抗
弁
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
。
後
述
第
三
節
第
六
項
第

一
款
第
一
日
2
b
参
照
)
O

相
互
保
証
構
成
に
対
し
て
は
、

た
と
え
債
務
者
相
互
の
関
係
に
お
い
て
は
相
互
保
証
人
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
債
権
者
に
対

雪ム
ロ冊

す
る
関
係
で
は
各
債
務
者
が
主
債
務
者
に
な
る
と
の
反
論
が
あ
る

5
2
0
一o
E
F
円
以
己
ヨ
ゐ
-
N
N
戸

N
寸
ご
ニ
=
三
寸
ム
a
m
-
H
∞品
-
N
D
ι
2
2
u
l
印目。。
一

ヨ
旦
島
市
的
E

Z
「3
5

ロ
Z
ω
F
Hω

2

5
白

σz
-司
N
G
m
E

N
H
N

相
殺
後
用
線
に
閲
し
て
同
旨
を
説
く
も
の
に
つ
き
後
述
第
三
節
第
六
一項
第

一
款
第

一
目
2
a
参
照
)
。
学
説
の

大
勢
は
、
委
任
ま
た
は
組
合
関
係
に
伴
っ
て
生
ず
る
委
任
を
根
拠
と
し
た
相
互
代
理
構
成
を
と
る

δ
2
0
-
0
5
2
N
m
p
N
戸
N
C
出
向
ニ
土

百戸
m
u
s
叶O
-
H斗
N
'
品
E

N
∞]
F
-
n
o
-
E
2
且命

的釦
ロZ
コタ円
四
コ
H
U
由
U
E
Z
ω
N
∞
F
E
H
H
-
〈百
N
H
ム叶
Z

出回目
e
「回「O
ヨ
E
b
z
-戸

ωω

ユ
H
N
D
D
D
A

百
ω
∞由也
D
e
Z
E
n
m
E
P
門ム

ロm
C
M
E

品。∞
I
H
H
U
印。
ιlf
印内門印。∞
1
H
c
m
円円印巴白片
Hω

日]{
D
V
(
=
-
司
N
H
D
tH-
回

ω
C
且目白一
平「仰の釦
ロ門戸ロ
m
コの命門田巴巳
タ
片Hω

ロ
HMHω

司
ω
N
品坦)。

2 

代
理
の
範
囲

一
二

O
五
条
・
二
一

O
六
条
を
相
互
代
理
原
理
で
説
明
す
る
学
説
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
相
互
代
理
の
中
身
に
つ
い
て

学
説
が
説
く
と
こ
ろ
は
一
致
し
な
い
。
具
体
的
に
は
、
相
互
代
理
原
理
の
範
囲
に
つ
い
て
理
解
が
二
つ
に
わ
か
れ
る
(
代
理
範
囲
に
関
す
る
的
確

な
整
理
と
し
て
、

E
E
・2

ロ
ω
H
∞
E
ω
N
∞
百
芯
∞
1
ω
D
己
主
o
t
N
参
照
)

O

a 

債
務
を
保
存
・
永
続
さ
せ
る
行
為
に
は
代
理
が
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
債
務
を
増
大
さ
せ
る
行
為
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
説

ポ
チ
エ
は
、
後
発
的
履
行
不
能
に
つ
い
て
、

一
人
の
行
為
・
過
責
・
遅
滞
は
、
債
務
を
保
存
し
永
続
さ
せ
る
点
で
相
債
務
者
を
害
す
る
が
、

債
務
を
増
大
さ
せ
る
点
で
は
相
債
務
者
を
害
し
な
い
と
し
た

(
O
U
--空
5
5
・コ
N

叶ω)
。
学
説
は
、
こ
の
定
式
を
代
理
範
囲
に
結
び
つ
け
、
債
務

を
保
存
し
、
水
続
さ
せ
る
点
に
は
代
理
が
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
債
務
を
増
大
す
る
点
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
。
代
理
の
範
囲
論
と
し
て
は
、
多
く

の
学
説
が
こ
の
理
解
を
と
る

(4
2
E
R
Z
一ω
N
3
2
5
D
斗

ω
H
Z
印
?
玄
O
Z
E
D
-
門N
D
H
N
日
ご
ニ
N
印印司自印昂
l
ご
ご
ω

三
∞
∞
ム
百
寸
∞
N
e
U
2
0
一。ョ
F
P
円M
由ロ
ω
A
H
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百

N

∞H
'

の
O
F
ヨ
旦
且
aw
m
m
w
D
Z
2
s
m
y

円印ロ
H
ω

由
F
B
-
u
N
]戸ム
h
J
万

7
A
ω
2
ω
《

H
P

円品ロ自己∞，
H
H

司問。∞
s
H
D
-

片目
ω
『門
H
ω

印日ロ
H
-
-
-
U
N
H
O
--
H

m

円門戸
N

ロ目白戸司
N
H
N
-
国

ω
広島内『「削
wnmw
ロE
口。コ。

ゆ

門

田

mw『
《
同

mw-円
eHω

ロ
H
N
H
ω

百

U
N
叶
1
也
)
。

b 

相
債
務
者
の
地
位
を
良
化
す
る
行
為
に
は
代
理
が
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
悪
化
さ
せ
る
行
為
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
説

あ
る
学
説
は
、
他
の
債
務
者
の
地
位
を
良
化
す
る
(ω
ヨ
Z
2
5
行
為
に
つ
い
て
は
相
互
に
委
任
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
悪
化
さ
せ
る
宣
言
コ

0
5)

こ
と
に
つ
い
て
は
委
任
が
な
い
と
い
う

(F
E
E
Z
e
己

2
5
8
2
司
ω
S
1
8
)。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
者
の

一
人
が
な
し
た
宣
誓
は
相
債
務

一
人
が
な
し
た
和
解
に
つ
い
て
は
、
相
債
務
者
は
対
抗
を
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、
相
債

務
者
に
と
っ
て
利
益
に
は
な
る
と
い
う

(3
2
E-E
S
E
Z
H
S
)。

者
へ
利
益
を
も
た
ら
す
(
一
三
六
五
条
四
項
)
。
ま
た
、

一
人
が
勝
訴
H
請
求
棄
却
判
決
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
相
債

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

一
人
が
な
し
た
和
解
や
一

務
者
は
利
益
を
受
け
る
と
し
て
同
じ
説
明
を
す
る

(O

恒
三
ロ

5
1
2
)。
も
っ
と
も
、
単
純
に
利
益
・
不
利
益
だ
け
で
代
理
権
の
有
無
を
わ

け
る
の
で
は
な
く
、
時
効
中
断
の
一
体
型
絶
対
効
に
つ
い
て
、
債
権
の
保
存
に
関
し
て
は
相
互
に
代
理
す
る
と
い
う

5
2
2
E
S
Z
1
3
1

ま
た

一
人
が
敗
訴
H
請
求
認
容
判
決
を
受
け
た
場
合
に
相
債
務
者
へ

E
E
oコ
芯

号

一
回
忌
O

印
2
Em
E
が
及
ぶ
と
い
う
さ
い
に
、
全
員
を

代
理
し
て
全
員
の
た
め
に
争
っ
た
の
だ
と
い
う
(
O百

n
E

E

H

N

G

∞
三
由
主
目
ご
。

別
の
学
説
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
代
理
は
債
権
者
の
た
め
で
も
あ
る
が
、

債
務
者

の
た
め
で
も
あ
る

Z
5
ミ

Z
E
E
-
三

官
民)。

ま
ず
、
債

権
者
の
権
利
を
保
存
し
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
債
権
者
の
た
め
に
代
理
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
人
に
つ
い
て
の
事
由
が
全

員
に
つ
い
て
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
時
効
中
断

(二

δ
六
条
)
や

一
人
に
過
責
・
遅
滞
あ
る
場
合
の
目
的
物
滅
失

二
二
O
五
条
)
が
こ
れ
に
あ

た
る

(O

司
2
F
司
日∞h
U
)

。
し
か
し
、
債
権
者
の
た
め
の
相
互
代
理
は
、

そ
の
根
拠
を
当
初
の
債
務
に
お
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
相
債
務
者

に
新
た
な
債
務
を
負
担
さ
せ
た
り
、
約
務
設
定
時
に
お
け
る
地
位
を
悪
化
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
事
由
に
は
相
互
代
理
が
及
ば
な
い

。
具
体
的

目
的
物
が
滅
失
し
て
も
過
責
・
遅
滞
な
き
債
務
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
こ

二
O
五
条
)
。
ま
た
、

弔
」
ふ
・
6

、

』

l

北法47(6・13)1713



説

人
が
受
け
た
敗
訴
H

請
求
認
容
判
決
は
、
相
債
務
者
に
対
抗
で
き
な
い

(
O
百

E
;
g
)。
次
に
、
連
帯
に
よ
り
債
務
者
自
身
の
た
め
に
、
債

論

権
者
に
対
す
る
お
互
い
の
地
位
を
良
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
代
理
す
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
人
が
受
け
た
勝
訴
H
請
求
棄
却
判
決
は
、
全
員
が
援
用
で
き
る
と
い
う

5
2
;
2
2
2
Z
芯

'g)。

一
人
が
な
し
た
宣
誓

ご
三
六
五
条
四
項
)

や
和
解
、

こ
の
説
は
、
古
典
的
な

a
の
定
式
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ
る
(
回
E
E『
可

-
E
Eロ言。
2
2
F
E
m
-
己
ω
乙
N
E
司

ωN
∞)。

(2) 

む
し
ろ
、
判
決
効
の
拡
張
に
関
す
る
議
論
を
連
帯
債
務
論
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
(
後
述
c
参
照
)
。

し
か
し

c 

不
完
全
代
理
説

以
上
の
二
説
は
、
連
帯
債
務
の
性
質
論
に
関
す
る
学
説
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
視
点
を
か
え
て
債
務
の
性
質
論
か
ら
離
れ
る

と
、
代
理
に
関
す
る
別
の
考
え
方
が
浮
か
び
上
が
る
。
す
な
わ
ち
、
和
解
・
宣
誓
・
判
決
の
よ
う
に
相
対
効
を
原
則
と
す
る
事
由
に
着
目
す

る
と
(
二
O
五
一
条
、

一
三
六
五
条
一
項
、
二
二
五
一
条
。
後
に
み
る
免
除
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
二

六
五
条
。
後
述
第
三
節
第
五
項
第
二
目
参
照
)
、
連
帯
債
務
に

固
有
で
は
な
い
よ
う
な
代
理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
不
完
全
代
理
の
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
代
理
構
成
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
対
効
原
理
の
枠
内
で
絶
対
効
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

二
つ
の
特
徴
を
も

てコ。
第
一
に
、
代
理
構
成
の
根
拠
は
連
帯
債
務
者
が
弁
済
に
つ
き
代
理
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
連
帯
債
務
に
限
ら
ず
、

保
証
(
主
債
務
者
が
保
証
人
を
代
理
す
る
と
い
う
と
き
と
、
保
証
人
が
主
債
務
者
を
代
理
す
る
と
い
う
と
き
が
あ
る
)
や
不
可
分
債
務
の
場
合
に
も
、
代
理
関
係
か

ら
の
説
明
が
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
弁
済
に
つ
い
て
の
代
理
を
連
帯
債
務
の
性
質
と
し
て
挙
げ
る
学
説
が
あ
る

3
2
=呂
田
〈
O

一ω
N
Eユ
Z

ロ寸
N也
百

主

伊

豆

O

ロユ
o
p
門

N
2
5
2
古
田

Z
-
E
Zヨ
zm旬、Zω
型

HHN002品
百

ω∞
由
し
か
し
、
弁
済
の
効
力
を
説
明
す
る
さ
い
に
、
相
互
代
理
原
理
を
持
ち
出
す
も
の
は
な
い
。

後
述
第
三
節
第
一
項
参
照
)
。

し
か
し
、
和
解
・
宣
誓
・
判
決
に
視
点
を
お
い
て
保
証
や
不
可
分
債
務
の
議
論
を
み
る
と
、
連
帯
債
務
の
場
合
と
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同
じ
く
、
弁
済
に
つ
い
て
の
代
理
を
理
由
と
し
て
和
解
等
に
関
す
る
代
理
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
弁
済
に
関

す
る
代
理
に
着
目
し
た
議
論
は
、
連
帯
債
務
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
特
徴
は
、
債
務
者
側
に
有
利
な
事
由
に
限
り
代
理
権
を
認
め
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
利
な
事
由
に
つ
い
て
は
代
理
権
が
な

い
(
こ
の
点
で
代
理
が
不
完
全
)
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
体
型
絶
対
効
を
排
除
す
る
の
で
あ
る

(
こ
の
点
で
、
前
述
b
の
説
明
は
、
不
完
全
代
理
の
考
え
方

の
中
に
取
り
込
む
こ
と
も
で
き
る
)
。
も
っ
と
も
、
時
効
中
断
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
(
債
務
者
側
に
不
利
な
事
由
で
あ
る
)
を
説
明
す
る
さ
い
に
も
、
弁
済
に

関
す
る
代
理
権
か
ら
推
論
す
る
学
説
が
み
ら
れ
る

(
前
述
人
後
述
第
三
節
第
八
項
第
二
款
第
五
目
l
、
2
)。

ま
た
、
判
決
効
に
つ
い
て
は
解
釈
論
上

の
対
立
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
効
力
が
及
ぶ
か
否
か
を
不
完
全
代
理
の
考
え
方
か
ら
請
求
の
棄
却
か
認
容
か
で
区
別
す
る
学
説
と
、
判
決
の

結
論
に
よ
っ
て
効
力
の
有
無
を
異
に
す
る
の
は
お
か
し
い
と
考
え
て
訴
訟
行
為
自
体
に
つ
い
て
代
理
権
が
及
ぶ
の
だ
と
す
る
考
え
方
と
が
あ

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

る
(
左
掲
文
献
中
で
、
判
決
に
つ
い
て
不
完
全
代
理
の
考
え
方
を
一
貫
さ
せ
な
い
論
者
が
こ
れ
に
あ
た
る
)
。

こ
れ
ら
の
学
説
情
況
か
ら
す
る
と
、
不
完
全
代
理
の

考
え
方
は
、
条
文
を
説
明
し
た
り
妥
当
な
結
論
を
得
る
た
め
に
各
事
由
に
お
け
る
相
対
効
原
理
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
(
債
務
免
除
や
更
改
に
つ
い
て
も
相
互
代
理
が
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
債
務
免
除
や
更
改
と
い
う
合
意
に
関
連
し
て
出
て
く
る
相
対
効
原
則
を
説
明
す
る

た
め
だ
と
息
わ
れ
る
。
後
述
第
三
節
第
三
項
4
、
第
五
項
第

一
款
第

一
目
2
・
第
二
日
2
参
照
)
。

不
完
全
代
理
の
考
え
方
が
み
ら
れ
る
の
は
次
の
文
献
で
あ
る
。

連
帯
債
務
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
な
い
学
説
が
不
完
全
代
理
の
考
え
方
を
示
す
(
ロ
ミ

2
5・
三
∞
ロ
A
N
D
-
8
1
2
和
解
)

e

乙
ω
コ
g印

芝山
ωN
(
宣
誓
)
-
Z
ω
ロ
・日
戸
由
N
D
百
四
回
目
由

(
判
決
)
-
P
O
百
一
O
E
F
U
z
z
z
g
D
Z
ヨヨ門

2
号
ω
可
吉

E
nE
O己
ωHMH
M印『由

古田ム
十
四
{
和
解
。
宣
誓
判
決
に
つ
い
て
は
説
明
な
し
)
-

玄。
c
ユo
p
Z
ロ
H
H
S
Z
斗
∞
(
和
解
)
-
己
∞
Z
N
D
Z叶
D
l
ω
円
N
ロ
円
品
目
叫
司
∞
雪
-
円
N
E
E
D
U
∞
印
斗
(
判
決
)
噌
〉
巴
σ
ミ
E
E
C
円
品
百
ω
o
z
x
z
z
p
o
Z
2
E
官
出
品
ム
F
m
x
z
z

ロ
O
Z
H
(
和
解
)
-
Z
司
g
z江
0
2
5
Z
2
2
F
∞
E
Z
Z呉
市
mz
o
Z
2
2
1
s
z×
Z
E
ロ
O
Z
品
目
(
宣
#
U
)

哩円∞

司ω寸由

(
判
決
)
-
O
E
O
-
o
ヨ
U
戸
円
N
m
ロ
ω
品
目
司
吋∞
7
N
Z
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ω田町山(宣盟
百
)
-
ロ
主
也
ふ
∞
司

ω由
∞
品
(
)
叶
(
判
決
)
・
ロ
品
目
白
司
品
。
斗
l

∞
(
和
解
)
-
z
oロユ
O

ロ
-
5
ロ
H品目
ω
百
∞
目
立
官
云
管。

そ
の
一
方
で
、
和
解
に
関
し
て
は
相
対
効
だ
と
い
う

0
5

ロ
HHU()
司
品
、
吋
∞
ま
た
、
判
決
に
関
し
て
は
、
不
利
な
判
決
を
受
け
た
場
合
だ
け
に
言
及
し
、
代
理
の
不
存
在
を
理
由
に
効
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
。
門
N
ロ
広

ωO
司
∞
可
)
一
〉
与
ミ

民
間

E
e
Z
Z山E
z
x
z
z
E
Z
m
E
叶
(
和
解
ア
円
∞
官
印
∞

7
N
(判
決
)
-
E
Z
E
F芯
2
-
2
E
5
2
ロ
ア
∞

E
E
I
N
Z
ω
Z
(宣
答
)
・
5
2
H
N
D∞
ロ
回
目

I斗
1
2
1印
(
判
決
)
司

室
町
E
ι
P
F印
可
己

ω田町内】
ω
司
N日
出
(
宣
誓
)
司
玄
号
E
忌

Z
E
E-門田口
ω品目

Z
宮
中
日

N
官
H∞
印
・
∞
(
宣州首
)-
Dω
ミ
司
同
∞
日
目
(
判
決
。
ま
た
有
利
な
和
解
に
つ
い
て
は
代
理
の
効
果

と
し
て
効
果
が
及
ぶ
と
い
う
。
円
由
ロ

ω品
目
司
同
∞
印
)
守
田
E
且ミ

-
u
n
S
E
E
m
m円四
ωEm-
三
日
ロ

N、1
2
2
N寸町、可甘
AN叩
ム

H(宣
誓
)
)
。

こ

の

ほ

か

に

、

保

証

人

の

行

為

が

主

債

務

者

に

と

っ

て

有

利

で

あ

る

と

考

え

れ

ば

、

主

債

務

者

は

そ

れ

を

事

務

管

理

と

し

て

追

認

す

れ

ば

効

力

が

及

ぶ

と

構

成

す

る

も

の

が

み

ら

れ

る

お

E
=
o
E三
-
P
2
2
Z
E
5
2
2三
昨
己

g
q
B
E
g
s
:
-
c
c
甘
さ

ω(和
解
)-DNNω
司
N印
N(判
決
)
)
。

不

可

分

債

務

者

相

互

間

に

も

同

様

の

代

理

関

係

を

認

め

る

も

の

が

あ

る

(

〉

吾

ミ

E
g
g
-
E
E出
品
(
和
解
。
そ
の
一

方
で
判
決
に
関
し
て
は
、
有
利
な
ら

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

一
体
型
絶
対
効
だ
が
、
不
利
な
ら
負
担
部
分
型
絶
対
効
(
計
算
義
務
?
)
に
な
る
と
い
う
。
円
∞
司

ω∞ド
1
N
Zえ
め
己
コ

o
Z
日
ω
)
-
E
Z
E
U
5
2
-
口
町
三

ω目
印
ロ
∞
司

ω印
印
(
宣
誓
。
そ

の
一
方
で
判
決
に
関
し
て
は
、
有
利
不
利
を
問
わ
ず
代
理
を
理
由
に
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
二
男
三
M
M
印
ロ
ロ
自
寸
司
自

N
D
a
A
2
2
問こ
ω巴
ロ

5
0
百
HHHIS-
玄
里
E
ι
b
e
E

RFHω
印
H
ロ
Hω
司
NO∞
ム

D
(判
決
。
そ
の
一
方
で
和
解
に
関
し
て
は
、
有
利
な
ら

一
体
型
絶
対
効
だ
が
、
不
利
な
ら
負
担
部
分
型
絶
対
効

(
計
算
義
務
?
)
だ
と
い
う
。
玄
司
g
E

2
3
E
-
円
由
ロ
即
斗
晶
司
ω
∞O
)
。
ま
た
、
不
完
全
代
理
の
考
え
方
を
と
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
不
可
分
債
務
を
連
帯
債
務
と
同
じ
だ
と
し
た
う
え
で
、
代
理
の
関
係
を
認
め
る
も
の
が

あ
る

0
4
2
p
m吋
J
Z
-
印
N
官
官
官
。
ロ

NCmB斗
司
コ
守
印
(
判
決
。
有
利
不
利
を
問
わ
ず
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
す
る
批
判
、
口
三
官
恒
常

-
ω
R
↓oz一-Z円。司
E
門
司
コ
日
ロ
o
z

ω

)

)

。

ま

た

、

不

可

分

債

権

者

相

互

間

に

つ

い

て

も

同

旨

の

見

解

が

あ

る

(ozzgロ
-
乙

ω

Z
呂

志

弓

工

ご

広

三

広

三

S
弓
(
和
解
。
そ
の
一
方
で
、

不
可
分
債
務
者
の
一
人
が
な
し
た
宣
誓
に
つ
い
て
は
、
有
利
不
利
を
問
わ
ず
相
対
効
だ
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
有
利
な
宣
誓
の
場
合
に
お
い
て
、
不
可
分
債
務
が
損
害
賠
償
債
務
に

転
化
す
れ
ば
、
一
二
二
四
条
の
考
え
方
か
ら
債
権
者
は
当
該
債
務
者
に
対
し
て
計
算
義
務
を
負
う
と
い
う
。
己
∞
D
E叶司
2

?
と

弓

o立
02同-
O
百
円

=
D
H
N
m
2
H
N寸
百
出
品
品

目
(
和

解))。不

可

分

債

務

に

代

理

を

認

め

る

こ

と

に

対

し

て

は

、

反

対

説

も

あ

る

(0
2
0
-
g
u
t
g
Z
N∞
4
3
z
s
'
S
(判
決
)
旦
己

D
E
∞
J
印∞品

(
宣
誓
)
-
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説

p
z
Z
E
E
-
↓
E
円。
E
2
5
0
5
2
0
E
hw巳
何
回

E
D
E
n
t
o
E
ロ
3
1
0
N
1
ω
(和
解
)

E
E
ミ
E
E
Z
5
2
0
2
J
r
z
f
門
主
乙
NU
U
古
田
宮
4

∞(和解))。

自命

3 

相
互
代
理
原
理
の
位
置
づ
け

右
の
よ
う
に
、
多
く
の
学
説
は
諸
事
由
の
効
力
を
相
互
代
理
原
理
で
説
明
す
る
。
こ
の
原
理
の
位
置
づ
け
を
知
り
う
る
よ
う
な
局
面
が
、

時
効
中
断
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
み
ら
れ
る
。

時
効
中
断
の
効
力
が
債
務
者
全
員
へ
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
代
理
の
具
体
的
中
身
を
別
と
す
れ
ば
、
多
く
の
学
説
が
相
五
代
理
に
理
由

(
3
)
(
4
)
 

を
求
め
る

(
Z
0
2
5
p
門N
Z
N
印凸古田町印
Z
門ω
三
∞
∞
品
三
∞
N
-
E
U
ミ
2
同E
-
Z
U
N
∞-umEdo-
。E
U
2
2
2
ω
印
印。門出
N
印
司
N
u
r
ニ印印
I
9
2

2

二
m
m
E
Z
3
-
5

ロ
ωN
∞
F
E
H
H
]〈
官

。

mHm-
「mw「
O
E
E
b
z
-
円ωmw
ユ
HNC
白ロ
H
U
ム

ω
由・玄
EInmwE
P
戸品口町
HD
司
印
己
申
立

FHN
ロ戸
∞
阿古
NHN
・。
E
=
o
c
E己-↓口三
b
n-何
一

ω
甘

Hmmn--官
庁
戸

o
p
戸戸口
Nmu

司
N
印a
-
E
E
ミ
-
E
S
E
-
2
2
2
F
E
タ門戸
ω
E
N
H
A
百

ω
u
D
戸唱団
E
ι
ミ
E
2
2
5
3
m
Z
ヲ
訟
を
-FN
∞ロ印由
0
1
5
6
由
同
旨
、
↓
oz
=
5
-〈
0
5
N
B
ユ
吊
ロ
斗
N
由
Z
S
-

「削WE
2wコF
F
H
叶ロ
NU
hr
ω
C
品。門
ω
也斗司
N由M
l
ム
-
ω
O
印。円品
DH)
。

も
っ
と
も
、
時
効
中
断
事
由
が
私
箸
証
書
に
よ
る
債
務
承
認
で
あ
る
場
合
に
は
、
少
し
事
情
が
異
な
る
。

私
署
証
書
の
成
立
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
に
は
確
定
日
付
を
要
す
る

こ
三
二
八
条
「
私
署
読
書
が
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
日
付
を
具
備
す
る
の
は
、

証

舎
の
登
録
日
ま
た
は
証
書
署
名
者
も
し
く
は
署
名
者
の
一
人
の
死
亡
目
、
封
印
証
書
も
し
く
は
財
産
目
録
調
書
の
よ
う
な
官
吏
作
成
の
証
書
に
よ
る
内
容
確
認
の
日
と
な
る
」
)
。
も

っ
と
も
、
代
理
人
が
署
名
し
た
場
合
の
本
人
は
右
に
い
う
第
三
者
に
は
あ
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る

(
さ
し
あ
た
り
E
E
ミ
I
F
ω
2
2
5
2
:
円

国側

W『且タ門同日ロ
NU
印H
司∞
DlH
4宮昭…)。

こ
の
こ
と
か
ら
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
相
互
代
理
を
理
由
に
し
て
、
債
務
者
の

一
人
が
債
務
承
認
証
書
へ
署
名
す
れ
ば
相
債
務
者
に
つ
い

て
も
時
効
中
断
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
学
説
が
あ
る
お
E
=
o
z
司
F
4
E
Z
含

-3『S
E
E

S
-
己
コ
同日印

Z
N
8
Z
ι
D
O
N
E
N
印
由
」
結
果
同
旨
、
同
z
c
z

Z
H
U
P
E
∞)。

し
か
し
多
く
の
学
説
は
こ
れ
に
反
対
し
、
署
名
し
て
い
な
い
債
務
者
に
対
し
て
時
効
中
断
を
主
張
す
る
に
は
、
私
問者
証
書
に
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確
定
日
付
を
具
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
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∞
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∞
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∞
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司
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号
一
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N
O
印
2
2
2
2
2
Z
2
5
2
司
2
由
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同
旨
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裁
判
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あ
る
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Z
e
N
ω

色町内

回∞
由
「
己
∞
m
N
-
N
-
ω
H
U
"

{
5

)

}
 

』ロ
H
1

阿向
山口
mZ
官官一

F
H
ω-
H
∞白戸

〈
同U2wmE
J
司2
0
ロ門戸〈回一。ロム戸叶司
H
叶ムロ
o
z
w
H
)
C

こ
の
よ
う
に
確
定
日
付
を
要
求
す
る
学
説
が
多
い
こ
と
か
ら
、
相
互
代
理
原
理
の
位
置
づ
け
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

。
す

な
わ
ち
、
条
文
ま
た
は
解
釈
上
の
結
論
と
し
て

一
体
型
絶
対
効
が
あ
る
場
合
に
は
、
相

E
代
理
原
理
が
持
ち
出
さ
れ
る
一
方
で
、
相
対
効
の

結
論
を
と
る
と
き
は
、
相
互
代
理
が
及
ば
な
い
と
い
う
。
な
か
に
は
、
時
効
中
断
に
つ
き
法
律
が
代
理
関
係
を
認
め
た
の
は
例
外
で
あ
っ
て
、

代
理
関
係
を
拡
張
解
釈
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
も
の
さ
え
あ
る

a
m
E
ミ
E
2
2
5
2
:
二，
E
E
芦
巳
∞
コ
印

S
E
E。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
原

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

理
が
連
帯
債
務
の
基
本
原
理
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
表
面
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
代

理
は
例
外
だ
と
い
う
説
明
を
重
視
す
れ
ば
、

む
し
ろ
、
説
明
の
道
具
と
し
て
代
理
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
え
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
相
互
代
理
原
理
の
な
か
に
何
ら
か
の
具
体
的
な
利
益
衡
量

(例
、
債
務
者
側
を
共
同
体
と
し
て
み
る
よ
う
な
発
想
)
が
あ
る
、

(6
)
 

え
る
こ
と
は
|
|
少
な
く
と
も
|
|
時
間
践
す
べ
き
だ
と
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
捉

第
五
款

相
互
代
理
原
理
を
批
判
す
る
説

相
互
代
理
原
理
に
対
し
て
は
批
判
も
み
ら
れ
る
。
連
帯
の
諸
効
果
を
相
互
代
理
原
理
で
は
説
明
で
き
な
い

、
あ
る
い
は
相
互
代
理
原
理
を

用
い
ず
と
も
説
明
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
個
の
原
理
が
あ
っ
て
そ
れ
が
二
つ
の
側
面
を
も
っ

。

あ
る
学
説
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
、

一
面
か
ら
み
る
と

北法47(6・19)1719



説

複
数
の
債
務
者
が
い
て
、
債
務
者
の
数
だ
け
法
律
関
係
が
あ
る
。
他
面
か
ら
み
る
と
、
債
務
は

一
個
で
あ
る
。
債
務
者
全
員
が
同
じ
も
の
を

そ
の
全
部
に
つ
い
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
法
律
関
係
と

一
個
の
債
務
が
あ
る
。
各
法
律
関
係
に
お
い
て
、

吾1>.
R岡

各
債
務
者
は
、
単
独
債
務
者
で
あ
る
の
と
同
じ
く
債
務
全
体
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
そ
の
法
律
関
係
は
、
債
務
単
一
性
に
よ
り
、

個
の

も
の
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
者
全
員
は
一
個
の
人
格
を
形
成
す
る
と
み
ら
れ
る

(E
E
g
ご
コ

=N
由ム百

NUN
-ム)
。
こ
れ
を
具
体
的
に
い

う
と
、
時
効
中
断
に
一
体
型
絶
対
効
が
あ
る
の
は

二
二
O
六
条
)
、
債
務
者
全
員
が

一
人
の
債
務
者
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
組
合
や
代
理
か
ら
で
も
説
明
で
き
る

5
2
2
ω
2
E
C印)
。
損
害
金
請
求
の
絶
対
効
は

こ
こ
O
七
条
)
、
相
互
代
理
原

理
と
調
和
し
な
い
。
相
互
代
理
原
理
に
お
い
て
は
、
債
務
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
委
任
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む

し
ろ
、

そ
の
絶
対
効
は
訴
訟
や
費
用
の
回
避
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

(O

百
n
E

コ

ω呂
百

ωC∞φ
)。

一
人
の
過
責
に
よ
る
ま
た
は

遅
滞
中
の
目
的
物
滅
失
に
つ
い
て
は
二
二
O
五
条
)
、
相
互
代
理
原
理
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

目
的
物
の
価
額
を
支
払
う
債
務
を

負
う
こ
と
が
、
過
失
・
遅
滞
な
き
債
務
者
に
と
っ
て
そ
の
地
位
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
は
疑
問
で
あ
る

(
O
司

2
コ
ω
己

zgfHH)。
ま
た
、
判
決
の
効
力
に
つ
い
て
は
相
対
効
で
あ
っ
て
、
訴
訟
上
の
代
理
は
成
立
し
な
い
と
い
う

5
2ご
包
乙
N
O
E
S
S
E
-

別
の
学
説
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
連
帯
の
目
的
は
、
債
権
者
が

一
度
に
完
済
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、

債
権
者
は
任
意
の
債
務
者
に
対
し
て
単
独
債
務
者
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
訴
求
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
求
の
効
果
も
単
独
債
務
者
で

あ
る
場
合
と
同
じ
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
全
員
に
効
力
が
及
ぶ

(
E
C
P

口
Z
5
12
1
2
1
2
)
。

第
六
款

不
完
全
連
帯
論
と
全
部
義
務
論

不
完
全
連
帯
論
と
全
部
義
務
論
は
、
連
帯
の
効
果
を
一
部
否
定
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
体
系
上
の
位
置
づ
け
を
異
に
す
る
。
不
完

北法47(6・20)1720



全
連
帯
論
は
、
連
帯
債
務
の
一
部
を
不
完
全
連
帯
と
し
て
位
置
づ
け
る
議
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
全
部
義
務
論
は
連
帯
と
は
別

に
似
而
非

な
る
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
る
議
論
で
あ
る
。

何
れ
の
議
論
と
も
、

そ
の
主
た
る
対
象
は
第
二
款
で
挙
げ
た
諸
事
由
で
あ
る
。
債
務
消
滅
事
由
を
め
ぐ
っ
て
は
殆
ど
議

論
が
な
く
、
叙
述

が
あ
っ
て
も
網
羅
的
で
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い

。

こ
こ
で
は
、
不
完
全
連
帯
や
全
部
義
務
と
い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

否
定
さ
れ
る
効
果
は
、
通
説
に
お
い
て
相
互
代
理
原
理
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

以
上
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
個
別
の
事
由
に
関
す
る
考
え
方
を
み
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

(l
)
フ
ラ
ン
ス
法
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
連
帯
債
務
の
個
数
論
に
つ
き
一
個
説
が
通
説
だ
と
い
う
も
の
が
み
ら
れ
る

(
石
坂
音
四
郎

『日
本
民
法
第
三
編

債
権
第
三
巻
』
七
八
三
|
四
頁
、
仁
井
田
益
太
郎
「
連
帯
債
務
ノ
性
質
」
法
協
三
四
巻
一
号
四
八
頁
、
鳩
山
秀
夫

『増
訂
改
版
日
本
債
権
法
(
総
論
)
』
二
四

九

五
O
頁、

沼
義
雄

『綜
合
日
本
民
法
論
別
巻
第
四
債
権
総
論
』
二
八
一
一
員
、

国
鳥
順

『債
権
法
』

一
三
八
頁
)
。
お
そ
ら
く
は
、
目
的
物
に
関
し
て
債
務
が

一
個
だ
と
さ
れ

て
い
る
点
に
着
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
ポ
チ
エ
や
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
初
期
の
学
説
は
、
目
的
物
に
関
し
て
債
務
は
一
個
だ
と
い

う
さ
い
に
日
本
で
い
う
よ
う
な
一
個
説
を
含
意
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
味
は
修
正

さ
れ
て
、
給
付
の
一
倍
額
性
を
指
す
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
(
日
本
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
位
置
づ
け
と
し
て
二
個
説
を
と
る
と
み
る
か
の
如
き
も

の
が
あ
る
。
近
藤
英
吉
H

柚
木
馨

『註
釈
日
本
民
法
(
債
権
編
総
則
)
中
巻
』
四
四
頁
。
こ
の
ほ
か
に
、
法
律
関
係
の
点
で
は
多
様
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
て

複
数
説
を
と
っ
て
い
る
と
解
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
ポ
チ
エ
が
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
ポ
チ
エ
を
も
複
数
説
だ
と
み
る
も
の
が
あ
る
。
岡
松
参
太
郎
「
連
帯
義
務

ト
全
部
義
務
ト
ノ
区
別
」
法
協
一
一
一
一
巻
二
号
九
五
1
六
頁
、

一
O
四
|
九
頁
、
勝
本
正
晃

『債
権
総
論
中
巻
之
一

』

一
O
七
頁
註
二
。

(
2
)
〉
号
ミ

2

E
F
門
∞
司

ω3t∞
∞
に
お
い
て
は
、
二
疋
の
者
に
つ
い
て
判
決
効
拡
張
の
有
無
を
判
決
の
結
論
に
よ
り
区
別
し
、
債
務
者
に
有
利

な
判
決
に
つ
い
て
は
訴
訟
に
お
け
る
相
互
代
理
原
理
が
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
不
利
な
判
決
に
つ
い
て
は
相
債
務
者
は
第
三
者
に
な
る
と
す
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
連
帯
債
務
の
ほ
か
に
、
用
益
権
者
が
判
決
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
所
有
権
者
、
主
債
務
者
が
判
決
を
受
け
た
場
合
に
お
け

る
保
証
人
、
不
可
分
債
務
者
の
場
合
な
ど
を
挙
げ
る
。
こ
の
説
明
は
、
第
二
版
に
も
み
ら
れ
る
が

(
N
E
己
主

g
ム
)
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は

相
互
代
理
で
は
な
く
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
債
務
者
会
員
が
合
わ
せ
て
一

人
の
単
独
債
務
者
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
説
明

北法47(6・21)1721 



説5命

し

て

い

る

(

O

百

三

三

官

立

印

)

o

m

ワ
t

(
3
)
時

効

中

断

に

つ

い

て

は

、

債

務

単

一

性

(

第

三

款

参

照

)

や

相

互

代

理

以

外

の

説

明

と

し

て

次

の

も

の

が

み

ら

れ

る

。

山

イ

代

理

を

い

う

必
要
は
な

い
と
す
る
学
説
が
あ
る
。
一
人
に
対
す
る
請
求
で
足
り
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
連
帯
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
叫

に
債
務
者
全
員
が
一
人
に
み
ら
れ
る
の
だ
、
そ
う
説
明
で
き
る
と
い
う
2
5
-
2
ロ
ω
Z
E
ω
H
由
工
N
A
m
Z
ム
ω
D
m
=
Z
ロ
合
同
司
印
広
第
五
款
参
照
)
o
U
一

ロ
中
断
効
が
全
員
へ
及
ぶ
の
は
、
相
互
保
証
の
結
果
で
あ
る

(U
S
E
F

5

乙
ω
∞
E
Z
D
-
2
5
-
2

乙
5
1
8
同
旨
、
↓
o
c
=
z
ア
〈
O
一ω
N
3
2戸
内
相

ロ
斗
N
U
司
玄
由
第
四
款
1
参
照
)
。

ハ
中
断
効
が
及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
者
は
費
用
の
増
大
を
回
避
で
き
、
こ
の
点
で
債
務
者
の
利
益
に
も
な
る
。
も
し
請
求
が
相
対
効
だ
と

す
れ
ば
、
債
権
者
は
全
員
に
対
し
て
請
求
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
嵩
ん
だ
請
求
費
用
は
債
務
者
の
負
担
と
な
る
か
ら
で
あ
る

(Om
-5
2
0
cュ
・
円
N
ロ
0
5
ω
母
一
ω
冨岡市

E
C
2
2
2
β
2
1
-2
5
ロ
ω
司
印
0
0
)
-
g
O
E--。p
円N
コ
H
N
印
印
司
自
問
叶
同
旨
(
リ
0
5
2
号
∞
E
Z耳
m
-
5
2
ω
日
∞
U
E
H
V
C〈

百
出
回
目
)
。

以
上
の
ほ
か
に
、
系
譜
的
説
明
と
し
て
は
、
ポ
チ
エ
と
同
じ
ロ
オ
マ
法
文

(古
え
の

∞
一
ω
U
一
品
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
喜
]
2
=
?
二
百

三
-
0
5
2

g
p
門
戸
N
2
N
H
酌
司
N
m
m
-
叶
イ
O
司
-
O
D開
-
。
命
一

ω
百円mMMW2iM司EOロ円N
口

町

N
∞
百
戸
ム
寸
-
o
m
ョ
。
-
o
ヨ
E
F

昨
日
目
白
ω
印
印
百
N
U
∞
-
「
釦
司
O
E
U
5
「
?
円
ω
m
w
H
A
H
N
c
m
D
H
唱
AHω也
)。

(
4
)
も
っ
と
も
、
相

E
代
理
の
具
体
的
範
囲
に
関
す
る
理
解
は
一
様
で
な
い
。
す
な
わ
ち
2
a
b
で
み
た
よ
う
に
、
代
理
の
範
囲
は
債
務
を
保
存

・

永
続
さ
せ
る
行
為
あ
る
い
は
地
位
を
良
化
す
る
行
為
に
限
る
と
の
学
説
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
断
に
よ
っ
て
短
期
消
滅
時
効
で
あ
っ
た
の

が
一
般
時
効
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
時
効
期
間
伸
長
の
効
果
が
相
債
務
者
へ
も
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
学
説
が
対
立
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
伸
長
の
効
果
が
及
ぶ
と
す
る
学
説
は
、
債
務
を
増
大
さ
せ
る
の
で
は
な
く
保
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
と
す
る
が

(回
E
品
ミ
-E
S
E

E
S
m
E
由
里
号
-
己
ω
P
H
N
コ
唱
ω
ω
N
ム
同
旨
、
国
主
号
可
。「
R
E
g
m
円
吊
巳
叶
E
E
m吋
4
F
M
∞
ロ
印
由
N
司
品
目
寸
ま
た
、
こ
の
見
解
を
と
る
裁
判
例
も
あ
る
。
同
E
2
-
印
呂
町
ω

お
お
-
印
H
∞
品
M
-
N
2
∞
ニ
ロ
『
白
雪
門
ω
由
〈
空
2
3
E
O
B
コ
m
N
ω
宮
山
由
H
H
d
o
Z
N
)
、
そ
の
一
方
で
、
効
果
が
及
ば
な
い
と
す
る
説
は
、
期
間
伸
長
に
よ
り

債
務
の
増
大
に
な
る
あ
る
い
は
地
位
を
悪
化
す
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
E
Z
Z
『
2
月

E
-
Z
司
ω
D
-
E
R
2
2
コ
ロ
叫
D
U
司
ω
D
∞
結
果
肉
旨
、

z
z
n-

F
H
品
目
品
H
N
官
印
H
寸
白
l

∞)。

(
5
)
事
案
は
、
終
身
定
期
金
債
務
を
二
人
の
女
性
が
負
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
(
二
人
は
姓
を
同
じ
く
し
、
定
期
金
設
定
後
と
も
に
婚
姻
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
姉
妹
で
は
あ
る
ま
い
か
)
。
債
務
承
認
は
、
一
方
債
務
者
の
夫
が
し
て
い
る

(夫
婦
財
産
契
約
が
婚
資
制
で
あ
っ
た
た
め
に
、
婚
資
に
つ
い
て
の
管
理

権
を
夫
が
有
し
た
。
民
法
原
始
規
定
一
五
四
九
条
)
。



一九世紀フランス法における連帯債務と保証(2)

(6)
二
O
世
紀
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
い
う
も
の
が
み
ら
れ
る
。
相
互
代
理
の
考
え
方
が
妥
当
す
る
の
は
、
債
務
者
相
互
聞
に
利
益
共
同
体

2
2

no
呂
ヨ

E
E芯
且

-
E
S
Z
の
関
係
が
あ
る
場
合
だ
け
で
あ
っ
て
、
互
い
に
無
関
係
で
あ
れ
ば
妥
当
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
お
宮
ユ
え
回

E
Z認めア

↓
z-芯
含

且

E
芹

2
〈
戸
?
門

N

H
甲
山
寸
ロ
ド
∞

N
由

司

即

日

∞

・

ま

た

〈

5
2
z
-
F
-
Z
Zロ
E
0
2
2
』

E
E
胃
z
号
コ
2
去

Z
ロ
O
門

5
ロ
品
。

ωoz
a
M
5
広
志
ωω
】
〈
戸
問
、
同
巴
巳
〈
戸
市
W
U
由

ロ

印

印

司
自
由
由

-P
E
E
何
百
円
可
円
一O
司

注

目

。

ω=
o
こ
g
m
E〈
的

。

-E
Z
2
2司
N
叶

2
5
3
円
∞

Z

D

N
可

申

参

照

)

。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
し
て
も
、
相
互
代
理
が
妥
当
す
る
場
合
に
つ
き
利
益
共
同
体
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
し
き

れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
文
で
挙
げ
た
確
定
日
付
に
関
す
る
判
決
は
、
利
益
共
同
体
の
関
係
を
認
め
て
も
よ
さ
そ
う
な
事
案
だ
っ

た
と
い
え

る
か
ら
で
あ
る
(
前
註
参
思
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
証
書
の
対
抗
力
の
問
題
を
別
異
に
解
し
た
理
由
が
示
き
れ
な
い
限
り
、
利
益
共
同
体
の
関
係
が

重
要
な
考
慮
要
素
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
か
え
っ
て
、
さ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問

を
生
ず
る
。
さ
ら
に
は
、
証
書
の
対
抗
力
の
よ
う
に
、
相
互
代
理
の
範
囲
外
だ
と
さ
れ
て
い
る
局
面
が
他
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
(
本
稿
は
、

債
務

消
滅
事
由
に
着
目
し
て
連
常
債
務
や
保
証
の
効
力
を
探
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
互
代
理
原
理
自
体
の
射
程
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
)
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
相

E
代
理
原
理
の
裏
に
利
益
共
同
体
と
い
う
発
想
が
あ
る
と
み
る
こ
と
に
跨
踏
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
先
行
業
績

に
お
い
て
は
、
利
益
共
同
体
の
発
想
が
裏
に
あ
る
と
み
る
説
明
だ
け
を
紹
介
し
て
い
る
が

(淡
路
剛
久

『連
滞
債
務
の
研
究
』

一
o=了
四
頁
)
、
こ
の

紹
介
は
若
干
正
確
さ
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
節

個
別
の
諸
事
由
の
効
力

第

項

弁
済

一
二

O
O条

「
債
務
者
側
の
連
帯
が
成
立
す
る
の
は
、
債
務
者
が
同

一
物
に
つ
い
て
債
務
を
負
い
、
各
債
務
者
が
全
部
に
つ
い
て
強
制
を
受
け
る

こ

と
が
あ
り
、
か
っ
一
人
の
弁
済
に
よ
り
相
債
務
者
が
債
権
者
か
ら
解
放
を
受
け
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
」

北法47(6・23)1723 






































































